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外
国
為
替
市
場
で
は
円
が
単
独
で
全
面

安
と
な
り
、
１
ド
ル
＝
１
３
０
円
台
を
割

り
込
ん
で
20
年
ぶ
り
の
円
安
水
準
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。
こ
れ
は
名
目
為
替
レ
ー
ト
の

数
字
で
あ
っ
て
実
質
実
効
相
場
（
物
価
動

向
な
ど
円
の
全
体
的
価
値
を
表
す
）
で
は

１
９
７
２
年
２
月
以
来
50
年
ぶ
り
の
低
水

準
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
と
く
に
円
の

下
落
は
２
０
１
３
年
か
ら
加
速
し
て
お
り
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
の
異
次
元
の
緩
和
に

よ
っ
て
円
は
約
50
％
切
り
下
げ
ら
れ
た
。

円
の
超
緩
和
政
策
を
実
行
し
た
の
は
２
０

１
３
年
３
月
に
就
任
し
た
黒
田
東
彦
日
銀

総
裁
で
あ
る
。

　

黒
田
総
裁
就
任
と
同
時
期
に
、
米
国
の

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
ベ

ン
・
バ
ー
ナ
ン
キ
理
事
長
（
中
央
銀
行
総

裁
）
は
、「
複
数
の
国
が
金
融
緩
和
を
行

え
ば
、
お
互
い
の
利
益
に
な
る
」
と
明
言

し
て
い
た
（
日
本
経
済
新
聞
、
２
０
１
３

年
３
月
31
日
）
の
で
、
黒
田
総
裁
の
超
緩

和
政
策
は
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
の
意
向
を
く

ん
で
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で

は
２
０
１
２
年
12
月
に
自
民
党
が
政
権
を

奪
還
し
、
三
本
の
矢
を
経
済
政
策
の
柱
と

す
る
安
倍
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
中

核
が
異
次
元
の
金
融
緩
和
で
あ
っ
た
。

　

中
央
銀
行
の
金
融
政
策
の
主
体
は
長
短

の
金
利
水
準
の
上
げ
下
げ
と
経
済
活
動
に

必
要
な
資
金
量
の
調
整
（
増
減
）
で
あ
る
。

今
回
の
金
融
緩
和
の
始
ま
り
は
２
０
０
８

年
に
米
国
の
証
券
会
社
（
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
）
が
破
綻
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
ベ
ン
・
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長

は
大
胆
な
金
融
緩
和
で
危
機
を
の
り
切
る

方
針
を
固
め
、
２
０
０
８
年
リ
ー
マ
ン
破

綻
直
後
に
第
一
次
金
融
緩
和
（
Ｑ
Ｅ
１
、

２
兆
ド
ル
ま
で
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
Ｍ
Ｂ

を
増
加
。
Ｍ
Ｂ
と
は
中
央
銀
行
に
あ
る
銀

行
等
の
当
座
預
金
残
高
。
銀
行
等
が
自
由

に
使
え
る
マ
ネ
ー
）
を
実
行
し
た
。
同
時

に
短
期
金
利
は
ゼ
ロ
に
近
づ
け
た
。
次
い

で
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
11
年
12
月
に
第
２
次
金
融
緩

和
Ｑ
Ｅ
２
を
実
行
し
て
Ｍ
Ｂ
を
２
・
６
兆

ド
ル
ま
で
増
や
し
、
13
年
４
月
に
は
第
３

次
金
融
緩
和
Ｑ
Ｅ
３
を
実
行
し
て
Ｍ
Ｂ
が

３
・
７
兆
ド
ル
に
達
し
、
14
年
10
月
に
は

Ｍ
Ｂ
を
ピ
ー
ク
、
４
兆
ド
ル
ま
で
引
き
上

げ
、
こ
の
時
点
で
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
量
的
緩
和
終

了
を
宣
言
し
た
。
こ
こ
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
戦

略
は
超
金
融
緩
和
戦
略
の
正
常
化
を
進
め

る
プ
ロ
セ
ス
（
出
口
戦
略
）
に
入
り
、
15

年
１
月
に
短
期
金
利
を
引
き
上
げ
、
そ
の

後
小
き
ざ
み
に
短
期
金
利
引
き
上
げ
を
実

行
し
て
き
た
。

　

14
年
10
月
以
降
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
段
階
的
に

進
め
て
き
た
超
金
融
緩
和
の
弊
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
、
出
口
戦
略
に
入
っ
て

金
利
の
引
き
上
げ
と
資
金
量
の
増
減
を
う

ま
く
調
整
す
る
政
策
を
と
っ
て
き
た
。
こ

の
結
果
米
国
で
は
銀
行
等
の
資
金
利
ザ
ヤ

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
（
貸
出
金
利
が
資
金

調
達
金
利
よ
り
低
く
、
銀
行
等
が
赤
字
に

な
る
）
こ
と
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の

導
入
も
な
か
っ
た
の
で
、
超
金
融
緩
和
が

金
融
機
能
を
減
殺
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

日
本
で
は
13
年
４
月
に
日
銀
総
裁
に
就

任
し
た
黒
田
東
彦
氏
が
安
倍
首
相
の
異

次
元
の
金
融
緩
和
政
策
の
実
行
に
あ
た

り
、「
２
年
間
で
Ｍ
Ｂ
を
２
倍
に
す
れ
ば
、

消
費
者
物
価
は
２
％
上
昇
す
る
の
で
、
デ

フ
レ
を
脱
却
で
き
る
」
と
宣
言
し
、
Ｍ
Ｂ

を
増
や
す
政
策
か
ら
始
め
た
。
日
銀
は
市

場
か
ら
国
債
を
買
い
集
め
、
さ
ら
に
株
式

と
投
資
信
託
ま
で
買
っ
て
行
っ
た
。
当
初

の
目
標
は
２
０
１
３
年
３
月
の
Ｍ
Ｂ
１
３

５
兆
円
を
２
年
後
の
２
０
１
５
年
３
月
に

２
７
０
兆
円
に
増
や
し
て
、
消
費
者
物
価

を
２
％
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
消
費
者
物
価
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か

っ
た
。
こ
の
間
黒
田
総
裁
は
２
０
１
４
年

10
月
に
「
第
２
次
バ
ズ
ー
カ
砲
」
と
称
し

て
Ｍ
Ｂ
を
２
７
０
兆
円
近
く
ま
で
増
や
し

た
が
、
半
分
程
度
は
海
外
に
流
れ
た
。
こ

の
マ
ネ
ー
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
量
的
緩
和

の
終
了
を
宣
言
し
、
超
金
融
緩
和
の
手
仕

舞
い
（
出
口
戦
略
）
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

手
仕
舞
い
は
資
金
量
の
調
整
と
金
利
引
き

上
げ
の
組
み
合
せ
で
あ
る
。

　

日
本
の
異
次
元
の
金
融
緩
和
は
初
期
の

段
階
か
ら
Ｍ
Ｂ
を
増
加
さ
せ
る
政
策
一
本

槍
で
あ
っ
て
、
出
口
戦
略
が
な
い
。
16
年

１
月
に
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
導
入
し
、
銀

行
等
が
余
資
を
日
本
銀
行
に
預
け
た
時
に
、

一
定
の
限
度
を
超
え
た
マ
ネ
ー
に
は
一
定

の
手
数
料
（
年
０
・
１
％
）
を
科
し
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
を
導
入
し
た
。
こ
の
目
的
は

日
銀
の
当
座
預
金
に
あ
る
Ｍ
Ｂ
を
銀
行
等

に
投
融
資
な
ど
と
し
て
使
わ
せ
よ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
央
銀
行
の
金
利
操

作
と
は
言
え
な
い
。

　

米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
）
の
議
事
要
旨
で
は
５
―
７
月
の
３
か

月
で
年
１
・
５
％
の
利
上
げ
を
行
う
方
針

で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
超
円
安
の
原
動

力
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
影
響
よ
り
も
大
き
い
。
黒
田
総
裁
に
は

消
費
者
物
価
を
上
げ
な
い
よ
う
適
切
な
政

策
を
期
待
し
た
い
。

超円安は出口戦略なき超円安は出口戦略なき
黒田日銀総裁が招いた黒田日銀総裁が招いた


